
中 学 校

平 成9年 度

教 育 研 究 員 研 究 報 告 書

國

東 京 都 教 育 委 員 会



平成9年 度

教 育 研 究 委 員(美 術)

区市町村名 学 校 名 氏 名

新 宿 区 牛 込 第 三 中 学 校 上 野 目 浩 一

墨 田 区 鐘 淵 中 学 校 峰 村 勝

江 東 区 亀 戸 中 学 校 長 尾 菊 絵

杉 並 区 向 陽 中 学 校 中 島 隆 一

練 馬 区 北 町 中 学 校 大 出 和 広

足 立 区 栗 島 中 学 校 ◎ 川 村 清 史

葛 飾 区 新 宿 中 学 校 関 根 好 高

府 中 市 府 中 第 一 中 学 校 土 田 貢 司

青 梅 市 霞 台 中 学 校 ○ 高 島 昇

東 村 山 市 第 六 中 学 校 相 部 公太郎

◎世話人 ○副世話人

担当 教育庁指導部高等学校教育指導課指導主事 杉 本 昌 裕

研究主題

「創 造 力 を は ぐ く む 指 導 と 評 価 の 工 夫 」

1

皿

皿

四

-

主題設定の理由

創造力の定義

研究の構造図

研究実践例

基礎 ・基本 に視点 をおいて

-
■

-
⊥

2

0
0

0
0

題 材 名

○ 「デ ッサ ンて 何 だ ろ う」

○ 「写真 を使 って ものの見方を深 める」

○ 「レ リー フで 考 え よ う」

○ 「触覚 を生か した器づ くり」

○ 「折 り鶴 を描 く」
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2発 想 を豊か にす る環境 ・雰囲気づ くりに視点 をお いて 9

題 材 名

○ 「雰 囲 気 イ キ い き共 同制 作 」 ～ みん なで 一 っ の ものを っ くる～

○ 「ポ エ ミー ア ー ト」 ～ 詩 の イ メ ー ジを絵 で 表 す ～

○ 「コ ン ピ ュー ター で表 す 詩 の世 界 」
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3選 択 幅の拡大 に視点 をおいて 17

題 材 名

○ 「私 の修 学 旅 行 日記 」 ～"想 い"を 自分 な りに表 現 す る～

○ 「好 きな 曲 を コ ラー ジ ュで表 現 しよ う」

○ 「思 い の ま ま に マ イ ・オ ブ ジ ェ」
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1主 題設定の理由

美 術 の学 習 は、 表 現 や鑑 賞 の活 動 を通 して、 豊 か な人 間性 や情 操 を は ぐ くむ こ とに深 くか か

わ る教 科 で あ る。 生 徒 は、 活 動 に取 り組 む 中 で、 自分 の思 い や考 え、 感 じた こ と を 表 現 す る。

と ころが 、 日常 の表 現 や鑑 賞 活 動 に お い て は、 必 ず し も生 徒 が主 体 性 や独 自性 を十 分 に発 揮 で

きな いで い る状 況 が あ る。 急 速 に変 化 す る社 会 を生 き るに は、 生 徒 一 人 一 人 が も って い る能 力

を 引 き出 し、 自分 の新 しい可 能 性 に 挑戦 す るよ うな 態度 を育 成 す る必 要 が あ る。 と りわ け、 自

我 が 形 成 さ れ は じめ る中学 生 の 時期 に 、生 徒 が、 意 欲 的 に活 動 に 取 り組 み、 自分 が 考 え た り感

じた こ とを 、 自信 を持 って、 自分 ら し く表 現 す る力 を 育 成 す る こ とが 大 切 で あ る。 美 術 にお い

て、 この よ うな 力 を は ぐ くむ こ とが 、 創 造 力 の 育 成 にっ な が る と考 え た。

そ こで 、 生 き る力 を は ぐ くむ た め に、 美 術 の学 習 にお いて は、 創 造 力 を は ぐ くむ 指 導 と評 価

の工 夫 を 図 る こ とが 重 要 で あ る と考 え 、 主 題 設 定 の 理 由 と した。

皿 創造力の定義

本研 究 にお け る創 造 力 と は、 中 学 校 美 術 に お いて 、 「自分 で考 え た り感 じた こ と を 自分 ら し

く表 現 す る力 」 と した。

そ して 、 創 造 力 を は ぐ くむ た め に、 次 の3っ の視 点 を設 定 して、 研 究 を進 め た。

① 基 礎 ・基 本 とな る表 現 方 法 や もの の見 方 、 感 じ方 を学 ぶ こ とに よ って創 造 力 を は ぐ くむ

こ とが で き る。

② 生 徒 の発 想 を豊 か に す る環 境 ・雰 囲気 づ く りを工 夫 す る こ とに よ って創 造 力 を は ぐ くむ

ことが で きる。

③ 主 題 や表 現 方 法 の選 択 の 幅 を広 げ る こ とに よ って創 造 力 を は ぐ くむ こ とが で き る。
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皿 研究の構造図
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1
本研究における創造力の定義

自分で考えたり感じたことを自分らしく表現するカ

研究主題

創造力をはぐくむ指導と評価の工夫

平成9年 度共通主題

生徒の学習意欲を高め[生きる力]をはぐくむ指導の工夫
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IV研 究実践例

1基 礎 ・基本 に視点 をおいて

(1)研 究 のね らい

生徒 の創造力 は、造形活動 への意欲 的な取 り組 みによ っては ぐ くまれる。そのためには、

生徒が 自信 を もって造形活動 に取 り組 め るよ うな指導 が必要 であ る。 自分 の思 いを的確 に

表現す る基礎的 な技術 を身 に付 け ることによ って、表現活動 に興 味 ・関心 が高 まり、意 欲

的 な態度 で取 り組 める と考 えた。

本研究 では、表現 の上 での基礎 ・基本 的な技術 と して、「見 る技術」 と 「表 す技 術」 を

重視 し、基礎 ・基本 的な技術 を習得 した生徒 が、 自分 に とって新 たな表現 を発 見 してい く

ことをね らい とした。

② 授業研究

デ ッサ ンて 何 だ ろ う

1題 材設定 の理 由

果実 ・野菜 を観察 し、 自由に鉛筆 で描 く。 その後、基本 的な ものの見方 や鉛筆の使 い方

などの技術指導 を行 い、再度描 いてそれぞれの作品の違いを比較 ・検討 させ、 ものの見方 ・

表 し方 を習得 させ る ことをね らい と した。 また、各生徒 の作 品を全 員で鑑 賞 し、それぞれ

の見方 ・表 し方 のよさを実感 させ、 今後 の表現 活動 に生 かせ るように考 えた。

<作品1>
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<作 品3>

繍

指導前

灘難謹

指導後

写 真 を使 って もの の見 方 を深 め る

1題 材 設 定 の理 由

写 真 の 魅 力 は、対 象 を リアル に写 しとめ て、 情 報 や イ メー ジを分 か りや す く伝 え られ る

と い う こ とで あ る。 絵 や 彫 刻 と い う直 接 的 な造 形 表現 が苦 手 で あ って も、 カ メ ラを媒 体 と

して 表 現 され る写 真 は、 何 に興 味 を も った か が 明 確 で あ れ ば、 誰 にで も気 軽 に 楽 しみ な が

ら表 現 活 動 を 行 う こ とが で き る。 私 た ち は、 この 写 真 の特 性 を生 か し、 基 本 的 な もの の 見

方 を は ぐ くむ 一 っ の方 法 と して 、 この 題 材 を 設 定 した。

2学 習の展開

【指導の流れ 主 な 学 習 の 活 動 指 導 上 の 留 意 点

導入

(30分)

①写真 のす ぐれ た再現性や造形表現 と し

て の可能性 を理解 し、 自分の作品の イ

メー ジを広 げ、 テーマを決あ る。

◎望遠 ・接写 レンズを使 うと身近 にある

ものが、全 く違 う見え方 になることに

気付かせ る。

展開 ②屋外 に出て、 テーマに合 ったモチーフ ◎ 自分が何故、 そのモ チーフを選ん だか

〈撮影〉 を探 し、撮影す る。 明確 にさせ る。

(70分)

展開 ③現像 した写真の形や色を比較 し、必要 ◎ モチーフの形や色の美 しい組み合 わせ

〈構成〉 な部分を適切な大 きさ(四 角形を基準 方 を考え させて、写真を切 り取 らせ る。

(100分) にす る)に 切 る。 ◎写真の大きさなどを再確認させなが ら

④ テーマが よ り明確 にな るよ うに画面構 丁寧 に貼 らせ る。

成 を工夫 しなが ら、両面 テープを使 い

写真 をいため紙 に貼 り合 わせ る。

まとめ ⑤完成 した作品をお互いに発表 し合いな ◎ お互 いの ものの見方 の違 いやモチー フ

(50分) が ら、 それぞれの ものの見方 の違 いや の選び方の工夫に気付かせ るように心

画面構成の工夫を見て鑑賞 し合 う。 掛 け る。
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粘 土 に よ る レ リー フ の 制 作

1題 材 設 定 の理 由

野 菜 か らの 発 展 教 材 と して 、 粘 土 に よ る レ リー フを 教 材 と して取 り入 れ た。
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素 描2

　難

作 品2

2作 品分 析

上 の2作 品 は、 と も に意 欲 的 に取 り組 ん だ 生徒 の作 品 で あ る。 素 描1と 作 品1は 、 輪 郭

線 の 強 弱 によ って ピー マ ンの 立 体 感 を 表 し、 素 描2と 作 品2は 、 陰 影 に よ って 立 体 感 を表

した もの で あ る。

これ らの 作 品 か ら、 陰 影 に視 点 を あて た 生 徒 は、 レ リー フ にお いて 量 感 を出 す こ と を工

夫 し、 輪 郭 線 に視 点 をお い た生 徒 は、 エ ッ ジの表 現 に工 夫 す る傾 向 が 見 られ た。 そ れ ぞ れ

の 個 性 に あ っ た描 写 力 の習 得 が 、 立 体 制 作 に お いて も表 現 の工 夫 と して 生 か され て い る こ

とが 分 か る。

《生徒の感想から》

一6一



一
1題 材 設 定 の理 由

バ ル サ ブ ロ ック を材 料 と して 用 いて 、 器 を制 作 した。 デ ザ イ ンの段 階 で粘 土 を使 って形

態 を検 討 させ る ことで 、 立 体 感 を実 感 しなが らア イ デ ア を練 り、 自分 の表 現 した い形 に近

付 くよ う に工 夫 す る こと をね らい と した。
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作 品1

デザ イ ン2作 品2

2作 品 分 析

上 の作 品 は、 粘 土 に よ って アイ デ ア ・デザ イ ンを し、制 作 に取 り か か っ た も の で あ る。

平 面 か ら立 体 に す る と き と違 って、 よ り イ メ ー ジ に忠 実 に表現 しよ うとす る生 徒 の工 夫 が

見 られ る。

《生徒の感想から》
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「折 り鶴 」 を 描 く(着 轍 法の理鰍 擁)

1題 材設定の理 由

素描 を通 して基本的 な表現 の技法 の手がか りを見付 けた生徒 たちが、絵画 ・デザイ ン等

の平面表現 の領域 で次 に直面 す る問題 は 「着彩」で ある。

水彩絵 の具 を用 いた着彩 の方法 として、以下 の3っ の技法が主 に使 われる。

① 透明 な技法(下 地 の色 を生 か した重 ね塗 り)絵 画 的表現

② 不透 明な技法(下 地 の色 をっぶす重 ね塗 り)絵 画 的表現

③ 平塗 り(色 面 分割 に よる塗 り分 け)デ ザイ ン的表現

今回 は同一 の モチーフ 「折 り鶴」 を異 な る3っ の技 法で着彩 す ることによ り、 それぞれ

の着彩技法 に適 した、下描 き(素 描)か ら始 まる作業行程を体 系的に理 解 し、使 い分 けで

きるよ うにな るこ とを目的 とす る。

熱

2作 品 の分 析

「明 暗 の変 化 」 を学 習 す る こと に よ って 、 何 気 な く見 て い た ものが 、 光 や置 か れ た状 況

に よ って様 々 に変 わ って い くのが 分 か って くる。 そ して 、 絵 の具 の使 い方 を工 夫 で き るよ

うに な り、 表 現 の幅 が広 が って くる。 絵 の具 を使 う こ とが 苦 手 だ った生 徒 も、 工 夫 した ら

で きる こ とを体 験 を通 して理 解 で き る。 一 人 一 人 の生 徒 が 、 新 た な意 欲 を持 って活 動 で き

る題 材 で あ る。
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2発 想 を豊 かにする環境 ・雰囲気 づ くりに視 点をおいて

(1)ね ら い

創造性 を発揮 し、意欲 的に作 品制作 に取 り組 むためには、 発想 の段 階での きっか けをっ

か ませ る指導 の工夫 が大切 であ る。 また、納得 しない案のままで制作に入 り、途中で興味 ・

関心 を失 わせない授業 の工夫 も必要 であ る。

美術 の学習 では、制作過程 のそれぞれの段階 での環境 ・雰 囲気 づ くりが、制 作への意 欲

を左右 す ることが多 い。仲 間 と相談 した り、教 師 との言葉 のや り取 りのなかで、思 わぬ案

や新 しい工夫 を考 え出す。 また、教室 に展示 された作 品か ら発想 す ることもあ る。 この よ

うに、生徒 を包 む環境 や雰 囲気 づ くりに重点 を置いた指導 と評価 の工夫 が、生 徒の発想 を

豊か に し創造性 を伸長 す ると考 え、研究 のね らい と した。

(2)環 境 と雰 囲 気 づ く りの視 点

① 人 的 な環 境 につ い て

ア 友 人 と コ ミュニ ケ ー シ ョンを取 りや す くす る。(机 を 付 けて 作 業 す る)

・生 徒 が、 楽 しい雰 囲気 の な か で制 作 で き る。

・友 人 か らの援 助 に よ り、 発 想 が浮 か び、 新 しい工 夫 が で き る。

・友 人 と協 力 し合 う こ とに よ って、 自信 をっ け た り、 充 実 感 を 味 わ え る。

・作 品 制 作 に関 係 な い私 語 等 が多 くな りやす い。

・教 師 の指 示 や指 導 が徹 底 しに くい場 合 もあ る。

・友 人 に頼 りが ち に な る。

イ ー人で考 え工夫 がで きる落 ち着 いた雰囲気 をっ くる。(机 を離 して作業す る)

・教 師 の指 示 が 徹 底 す る。

・意 欲 の欠 け て い る生 徒 、 制 作 に っ ま つ い て い る生 徒 等 が、 よ く分 か り、 教 師

が 援 助 しやす い。

・じ っ く り と考 え、 自分 の イ メ ー ジをふ く らま せ る こ とが で き る。

・友 人 に頼 る こ とな く、 一 人 で考 え、 工 夫 す る こ とが で き る。
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机 を どの よ うに セ ッテ ィ ン グす るか に よ って、 一 人 一 人 の生 徒 に対 す る人 的環 境 は、

大 き く異 な り、 授 業 中 の雰 囲気 も変 わ って くる。机 の セ ッテ ィ ング は、生徒 の制 作意 欲

に大 き くか か わ る問 題 と して認 識 し、 題 材 や授 業 の流 れ に そ って工 夫 す る必 要 が あ る。

机 を 付 け た り離 した り した場 合 の そ れ ぞ れ に効 果 と問題 点 は あ るが 、 教 師 が適 切 な

働 きか けを して 、 意 欲 的 に取 り組 め る環 境 づ くりを 図 る こ とが大 切 で あ る。

ウ 生 徒 へ の援 助 活 動 を工 夫 す る。

(ア)ワ ー ク シー トや 自 己評 価 カ ー ドの活 用

授 業 に お け る生 徒 との コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンを補 うため 、 授業 後 に これ らの資料 か ら、

一 人 一 人 の変 容 を読 み取 り、 次 の授 業 時 に、 よ り適 切 な助 言 がで きるよ うに活用 す る。

(-r)作 品 の で きば え だ けに こだ わ らな い、 伸 び伸 び と制 作 で き る雰 囲 気 づ く り

・生 徒 が お互 い に 良 い と ころ を認 め合 うよ うに働 きか け る。

・発想 、取 り組 む 姿勢 、 作 品 の仕 上 が りな ど で、 生 徒 の よ い と ころ を発 見 し、 積 極 的

に ほめ 、 支援 す る。

・作 品 を 教 師 も生 徒 も大 切 にす る。(展 示 の工 夫 、 観 る態 度 の育 成 な ど)

ワークシート1ポエ ミー アー み 渤60ざ ざ劉

詩から受けたイメージを衰して見よう 年 組 書 氏名

友 達1 友 違2
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項 目

言葉

におい

質 感(さ わ。鳩 じ}

音

}
味

温度

曲 じζ㌣う 幻 ㌦小欝 障 ～々 、ら

爬ないのラ鎮Lズ 」}さ一,1と

辮 沸細 家蛯 ・ヤざい疹ソ
〃・嫉め汚フで ク え～力信v・

ワヴ の 《ラ で 、、.

2fリ ヅ … ピーピーピ ー

あま一い/チ コ"ηアメ(㌻,

払v、 のΣ少 し募 》、風 斌 わ」ラ`11

ヴ杉}

孝痴 し1

ちどレ

算
伽 坊

ワワつつ

膨吻

分沸

魚擢

耕 律 レ'

りワフづ

ノ畠欝

ミ粉

雛 縦 離1・ 覧い

色 色辮 艦 。てみよう.

具 象 儲 いてもいいし、
切り抜きを貼ってもいいよ}

抽 象(三 角咽 角.線
一・一いろんな形で描いてみよう)

　齪
…　羅の

篇犠 舞・嚢

・認 「 調{1

'繊 ・'…曽

騰
、1

馬㌻

懲鯵

⑤
弊

.

建
郵

repで ゆ するもの のコロ

鯵 ・イをゴ・歌 ・風・・幽ム ン しあわ¢

獅 竣7り 一ム啄 多 塑 ぎ・ヲレワT・'
バラ ・バレラの齊 り〆A

　　の　ぐほにスったn　

==ゴ ・ ・俸者 こや ま.遊奎=塗___

鋳を齊きましょう(萄 に好きな部分に赤でアンダーヲインを引さましょう)

い

o

ち

の

ワ
浮

身

あ

ウ

日

、
ち

」
さ

な

く
ち

ば

レ
で

ま
ど

煩

ひ
ら

く

う

鰹
姻

こ
げ
れ

る

ゼ

ま
ご

」

先生伽 図Ψセー誠 ア跨謝ス

春慮 じさ胎 と誌 ガわ而 しい詩
イすね.ワ ークシ」トて"イノージ しfこ

春 。て2あい、や 「味.ゼ 丑 度 ・も

絵 であ ら枇 ゐと・・いね が んばれ!

㊨

!
響煙癒

一io一



.

,擢r石

自OT個 カ ー 隅
00区 立00中 学校美術科

1年 組 番 氏名

テーマ1詩 のイメージを絵で表す(季節感のある詩)

選んだ詩の題名 作者名1

時間 製作の段階 自己評価項目 今 日の取り組みについて 授業で頂 ンたり、発見したり気堅ついたこと

2 詩をさがしに出か

けよう

・好きな詩を選ぶことができたか
ABC

・自己表現カードは丁寧に記入できたか ABC

・具象的な形のイメージはもてたか
ABC

・抽象的な形のイメージが浮かんだか A6C

1 アイデアスケッチ ・イメージをふくらませることができたか
ABC

・何枚のアイデアスケッチが描けたか
多 く,.2窪3枚_1枚

・異なった種類のアイデアxケッチが描げたか ABC

・最初に描いた物を発展させたスケッチが描けたか ABC

1 構想図 ・アイデアスケッチを発展させた構想図が描けたか ABC

・詩のイメージ通りの構想図ができたか ABC

・授業の時間で完成できそうな構想図か ABC

・一生懸命取り組める構想図になったか ABC

2

コンピュータを使

ってみよう

・友達のスケッチと見比べて自分しか思いつか

ないアイデアはあるか ABC

・ペンツールはいろいろ使ってみたか ABC

・ペイントツールはいろいろ使ってみたか
ABC

・編集 ツールはいろいろ使 ってみたか ABC

・ファイル操作はできたか
ABC

8 詩をCGで 表して

みよう

・楽 しくコンビ,z一 タで絵 が描 けたか ABC

・構想図を生かした配色ができたか
ABC

・色や形は調和させられたか ABC

・CGで 詩のイメージが うまく表現できたか ABC

z 文字を入力してみ

よう

・文宇入力は思い通りにできたか ABC

・絵とのバランスはとれているか ABC

i 鑑貫

自分の作品を総

合評磧しよう

・本題材について熱心に取り組めたか ABC
。作品の出来上がりは 自分の満 足できる物であ

ったか
ABC

自分の作品の最も優れている部分

自分の作品のうまくできなかった部分

クラス鑑賞会 ・詩のイメージを最もよくCGで 表現しn・る燗 』の作者は

・コンピュータで様々な技法を駆使 した作品の作者は

自分の作品と比較して似ている作品は

優秀賞として推薦すろ作品の作看は

■

*今 日の取 り組 みについて …A(良 くや った)B(ま あまあできた)C(で きなか った)

② 物的環境 について

ア 視覚的環境
・教 室 内 の掲 示 物 ・校 内 ・教 室 内 の展 示

・ビデオ ・OHP等 の利 用

・図 鑑 、 写 真

イ 聴覚的環境
・CD 、 テー プ 等 の利 用(雰 囲 気 づ くり と して の バ ック ミュ ー

ジ ックを発 想 を豊 か に させ る たあ の き っか け と して 活 用)

様 々 な物 的環 境 を整 え る こ とに よ って、

こ とが で きる

生徒 が発想 を豊か にす るきっか けを与え る
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雰 囲 気 イ キ い き 共 同 制 作 一みんなで一っのものをっくる一

1題 材 設 定 の理 由

共 同制 作 で は、 生 徒 一 人一 人 が意 欲 的 に取 り組 む た め の雰 囲 気 ・環 境 づ く りが大 切 で あ

る。 生 き生 き と した雰 囲 気 の 中 で の制 作 は、 発 想 の き っか け を もて な い で い る生 徒 に、 楽

し く、積 極 的 に制 作 に取 り組 もう とす る意 欲 を与 え る。 ま た、 み ん な で や り遂 げ る感 動 を

体 験 で き る。 仲 間 と一 っ の もの を っ くる こ と によ って、 創 作 活 動 へ の興 味 ・関 心 を 引 き出

せ る と考 え た 。

2共 同 制 作 に お け る指 導 上 の留 意 点

① ワ ー ク シー トを活 用 し、 イ メ ー ジを ふ く らませ る。

② 制 作 記 録 カ ー ドを利 用 し、 個 人 個 人 の役 割 を 理 解 させ 、 や りが いを 感 じさせ る。

③ 自 己評 価 カ ー ドを活 用 し、 制 作 過 程 に お いて の 目的 を踏 まえ させ る。

豫
艦
駅 ・も計

密

〃欝 墾
0『 《

伽 隙愛罐 、醗㌶跣 鋤 ●
.

翁

糠鍵
病 ㊥
魑 塗謬
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3共 同作品例

曝蛎
懸「ぞ　 ピ

織還1…撫 擁

幅

竃殿羅姻一

§

熱

螺

繁
醸

・触

翫
作 品1運 動 会 入 場 門 ・退 場 門

選 択 授 業 で の取 組 み。 技 術 科 の教 員 と協 力 して、 構 造 的 に頑 強 な物 に な った。 話 合 い の結

果 、 イ ル カが ジ ャ ンプ を して い る図 案 に な った。 保 護 者 か ら も高 い評 価 を受 け、 運 動 会 の 名

物 の 一 っ とな り、 学 校 行 事 の 中で 生 か さ れ て い る。

作 品2原 爆 ドー ム と きの こ雲

文 化 祭 で の取 組 み。 原 爆 ドー ムを 発 泡 ス チ ロ ール で 造 る班 、 きの こ雲 をふ とん綿 で造 る班、

広 島 の 町 の ジオ ラマ を造 る班 、 ベ ニ ア板9枚 背 景 画 を 描 く班 、 原 爆 につ いて 調 べ る班 に別 れ

て制 作 した。 制 作 に はか な りの 時 間 を 費 や したが 、 満 足 で き る作 品 に な り、 新 聞 で も紹 介 さ

れ喜 ん だ。 共 同 で の創 作 活 動 に一 人一 人 の よ さを 生 か せ た活 動 に な っ た。
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r

:.ヱ 叢ミ ー ア ー ト ～ 詩 の イ メ ー ジを 絵 で 表 す ～

1題 材 設 定 の 理 由

創 造 力 を は ぐ くむ た め に は、 意 欲 的 に制 作 しよ うとす る雰 囲 気 をっ くるこ とが必要 であ る。

そ の た め に は、 生 徒 の意 欲 を盛 り上 げ る教 師 の適 切 な助 言 や 働 きか けが 大 切 とな る。

この題 材 で は 「詩 の イ メ ー ジを絵 で表 す 」 なか で 、 イ メ ー ジを広 げ る た め の方 法 を 生 徒 が

工 夫 し、 教 師 も具 体 的 な働 きか け を す るよ う工 夫 した。 それ に よ り、 生 徒 は意 欲 的 に取 り組

み、 発 想 の幅 を広 げ、 創 造 力 を は ぐ くむ こ とが で きる と考 え た。

2指 導 の ね らい

(1}「 自己 表現 カ ー ド」(ワ ー ク シー ト)を 活 用 し、 教 師 の 適 切 な助 言 ・働 きか け に よ り詩

の イ メ ー ジを広 げ発 想 を 豊 か にす る。

② 「自 己評 価 カ ー ド」 を活 用 し、 制 作 過程 にお いて生 徒 と教 師 の コ ミュニ ケ ー シ ョ ンを深

め 、 意 欲 を 引 き出 す 。

(3)作 品 鑑 賞 の 仕 方 、 教 室 掲 示 等 を 工 夫 し、 次 の 作 品 に対 す る意 欲 を高 め る。

(4}イ メ ー ジをふ く らます た め に、 写 真 や 図 鑑 等 の資 料 を で き るだ けた くさん 準 備 す る。

3内 容

自分 の好 きな 「四季 を表 した詩 」 を選 び、 そ の詩 か らの湧 い て くるイ メー ジを絵 で表現 し、

詩 と絵 で構 成 す る。

4学 習計画
(◇ 自己評価 ◆指導のポイン ト)

順 指導の流れ 生徒の活動 ・自己評価 教師の働きかけ 時

i 詩を選ぶ 1,春 ・夏 ・秋 ・冬を表 している詩 を図書館 ◆イメージが広が りやすい詩を探 させ 1

で探す。(家 か ら持 ってきてもよい。) る 。

・適当な詩が見つからない時は幾つか

◇好きな詩を選ぶ ことができたか。 教師が用意する。

2 イメー ジを 1.詩 を読んで 「自己表現カー ド」へ記入す
1

ふ くらませ る 。
・感想 は詩の解釈ではな く一番強 く感

る
・感想を文章で書 く じたことは何かを中心に書かせ る。

・に お い 、 味 、 温 度 、 質 感 ・色 は 一 色 で な くて も よ い 。

・色

・具象的な形のイメージ(色 鉛筆で) ◆一入一人何を描 いているか見て回

・抽象的な形のイメージ り、描けない生徒に助言する。

・友達の発表を聞いて思ったこと ・複数の生徒のカー ドを交換させ る。

・意見、感想を友達のカー ドに書かせ

2.グ ループで書いた内容を見せ合い意見交 る 。

換する。 ◆それぞれの違 いを理解させ、 自分の

◇イメージを膨 らます ことができたか。 感 じたイメージを再度確認させ る。

◇友達の感 じたことと違いはなかったか。 制作への意欲を盛 り上げる。

・
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一

3

4

5

制作

鑑賞

校内掲示

1.ア イデ ィアスケッチ

・ 「自己表現カー ド」を元にイメージを形

にする。(色 鉛筆)

・文字と絵の構成
、バ ランスを考 える。

2.下 描き

・鉛筆で画用紙に下描 きをする。

3彩 色

・表現方法 は下記の中か ら選ばす。

・水彩画

(文 字は俳画風にするか、明朝体で

描いてもよい。)

・きり絵

・パステル

・モザイク

・半立体

・コンピュータで作る。

・共同制作

◇ 自分のイメージ通 りの ものができたか。

◇文字と絵はバ ランスよく構成できたか。

◇思い通 りに彩色できたか。

・植物、動物、行事等の図鑑や写真 を

で きるだけ多 く生徒に用意 させ る。

教師も用意する。

◆詩の中に出て くる具体的な物 にとら

われすぎないように注意す る。

◆独創的なアイデ ィアは皆に見せ る。

・自分にあった表現方法 を選択させ

る。

◆一人ひとりを見て回 り良いところを

褒め励ます。

◆良い作品は途中段階でどんどん皆に

見せ る。

n,一
呵

鵬や糊 燕晒 細
岬?醐 諦・癌畷畢頚ほリリ　へ　 やロけきへ
細 艶囎 嫡 撫か.

聴轡 瞥響沸i嫌燥蝉叢蕪i雛撫雛凱叢

作品例

1.ク ラス鑑賞会

・全員の作品を掲示 し、感想 を述べ合 う。

◇ 自分の作品を総合評価す る。

◇同じグループの人の作品を評価 し合 う。

・校 内展示会の準備をお こなう
。

・時間の許す範囲で、できるだけ多 く

の生徒が発表できるようにする。

◆作品の批判だけにな らないように、

お互 いの良いところを認め合う指導

にする。

1.校 内展示会

・校 内で一番皆が見 られる所に作品を展示

する。

・次回への意欲 を盛 り上げるため、生徒 自

身による 「優秀賞」を投票で決める。

・教師による 「努力賞」等を発表す

る。

(皆 、頑張っている時は賞はださな

い。)

6

1

静 鯉

一囎

,賭 ・一一
瀞鯉 一

ポ か が
評 ・"「㌦吻～'雛
幅㌦
㌔ 「凄 ・卿胱物 鴫

.唖 ゴ

校内展不風景

肉ト

㌦

`

猷

起1

垂

作 【lq例

一15一



「

諏 ン ピ丘一 夕で表 す詩 の世 界

1ね ら い

コ ン ピュ ー タを使 った学 習 で は、 子 ど もた ちが 制 作 過 程 に お いて 、 思 いが け な い発 見 や 工

夫 に よ って、 自分 の イ メー ジを容 易 にふ く らま せ る こ とが で きる。 指 導 や評 価 も子 ど もた ち

の学 習 活 動 を積 極 的 にバ ックア ップ す る もの で な け れ ば な らな い。 そ こで、 学 習 過 程 の そ れ

そ れ の段 階 に お い て、 自己評 価 カ ー ド、 ワー ク シー ト、 ア イ デ ア ス ケ ッチ、 構 想 図 な ど を ま

とめ 、 個 人 フ ァイ ル と して活 用 した。 また、 個 人 を継 続 的 に観 察 す る こ とで、 生 徒 の活 動 を

よ り的 確 に と らえ よ う と した。 そ の 中 で発 見 され た っ まづ きに対 応 した指導 を行 な う ことで、

意 欲 と成就感を引 き出せ ると考え た。

2作 品の分析

驚曝轄翻

盤毫』灘
1パステルi

詩から受けた色彩的なイメージが大変気に 零

入って、熱心に制作していた。画面構成や

色彩等は最初から作者が持っていた着想で
あったが、コンピュータは初めて操作する

こともあって技術的に思うに任せない場面

がみられた。しかし最終的には、構想図に

縛られずに、自らのイメージにより近い

画像をコンピユータ画面の中に表現するこ

とができたようだ。

ご圖鱈

1し ・ぼんだま1

O

櫨
}難

曝

榊

欝

繋

灘
灘

ヒユ
ロぢ
ら
サ
ザ
ロぼ
ぬ
しタ
コ
ロ
ロび
ネ

お
モ

も藩

繊

・

砺
議
奪

ゆ

㌔

-

や

凡
}

　

ヒ

.

「しゃぼんだま」という詩からのイメージ

による作品。作者は都会の雑踏の中に飛び

雛慧
せることができた

群

轟

撫謬

夏をテーマにした詩を表す

「夏 の川 」 、 「この 夏は 」。

2点 とも子 ど もた ちが理解

しやす く共感で きる詩の世界

を、 自分 自身 の夏のイ メー ジ

と重ね合わせて表現 した作 品。

子 ども ら しい発想 で楽 しく

表現 されて い る。

i画 像を取り込んだ作例r芽 」1

・鷺

簿

この詩から生徒が感 じ取ったイメージは、森の中のような深みのある

空間 と、ふんわ りとして風船のよ うに軽 く暖かみを感 じさせるもので

あった。アイデアスケ ッチの段階では抽象的な表現を模索 していたが、

自分の持つイメージを良く現している画像を見つけだしたことで、 こ

の画像を取 り込み作品化 した ものである。 これは、イ メージを象徴

する画像を探し、選択 し、編集 しなが ら詩の世界のイメージを具現化

したものである。

監 薄
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6

3選 択幅の拡大 を視点 と して げ

(1)ね らい

基本 とな る表現方法 を踏 まえた上 で、選択 幅の拡大 を視点 と して、独創 的な創造 力を は ぐ

くむ ことをね らい と した。 そのためには、生徒一人一人 が 自らの意思 で主 題 を選 べ る こと、

自分が表現 したい内容 にあ った素材 や表現方法 を選 ぶ ことが大切 であ ると考 え、主体 的 に選

択 で きる幅 の広 い題材 を設定 し、指導 と評価 の工夫 を図 ることに した。

指導 の留意点 と して、生徒 の活動 を的確 に とらえた支援 ・助言 をす ること、 活動 中のひ ら

め きを生か し、 っまづ きを工夫 ・改善 す るよ うに配慮 した。評価 においては、生徒 が選 択 し

た主題や表現方法 を認 め、励 ます姿勢 を重視 した。特 に、生徒 が 自らの意志 と意欲によって、

よ りよい ものや真 に美 しい ものを 自分 な りに創 り出そ うとす る活動 とな るよ うに、評 価の在

り方 や方法 を工夫 した。

② 構造図

創造力の高ま笑vo
△

曝 キ しつ曾 ◎

表 方

繊

W
(噂
1
⑳
脚
◎

主＼

砿
〔

簡
〉
、

表現するものや方法の選択の幅を広げることによって、

生徒は主体的に活動 し創造力をはぐくむことができる。

←活動全体への形成的評価

←多様に活動できる準備

←ヨニ雲套を生かす支援

←発想を生かす指導
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(3)授 業 研 究

私 の 修 学 旅 行 日 記 一修学齢 の・想い・舶 分なりにmす る一

1題 材 設 定 の理 由

生 徒 一 人一 人 が主 体 的 ・自発 的 に の び の び と表 現 す る こ とは、 個 性 を引 き出 す 上 で 大 変 重

要 な こ とで あ る。 そ こで、3年 生 が 自分 た ち の力 で取 り組 ん だ修 学 旅 行 を題 材 と した。 テ ー

マ は修 学 旅 行 日記 と しな が らも、 表 現 す る もの は そ れ ぞ れ の思 いや 印 象 か ら 自 由 に選 べ る。

表 現方 法 は立 体(粘 土)、 レ リー フ(木 彫)、 平 面(絵 画 ・ポ ス ター)な ど か ら選 択 させ た 。

特 に 、 この題 材 設 定 にお い て は1、2年 時 の表 現 活 動 を土 台 とで きる よ う工 夫 した。

2ね ら い

(1)修 学旅 行 で 自分 が気付 いた り、感 じた りした ことか ら作 りた い作 品 のテ ーマを明確 にす る。

② 自分 の 得 意 な こ と、 好 きな こ と、 や りた い こ とを テ ー マ に合 わ せ て考 え て、 表 現 方 法 を

選 択 させ る。

㈲ 表 現 方 法 に合 っ た用 具 の 使 い方 や 、 テ ー マを よ り明 確 にす る表 現 技 法 を身 に付 け る。

(4)何 を伝 え た い のか を明 確 に し、 計 画 的 に意 欲 を も って制 作 す る態 度 を養 う。

蝿 ・rFり庸

★《導入》一 → 《履開》一一一一一一
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o平 面 ポズ多)n蝪 合

禰糊 ・ラOL㊥ 羽爾

ン 》oその他
い3・粥 談 蜘 謁 占 .

生・徒o,

り一つシ ト鱈

鍵灘撫
線

鰯
ノ

鴇

趨

生⑳謳 勝 つ誌

※ 麦現 方3去ごヒ,.

うい'し一つo`=な,マL捧i量1イ乍1亨る

避

《まと品》}一}う
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4作 品の分析 ・考察

作品1(立 体)「 時代が生んだ魔物」

広 島 に落 と さ れ た原 爆 の キ ノ コ雲 を 立 体 で 表 現

して い る。

形 全 体 の動 勢 、 色 彩 、 火 で あぶ った焼 け焦 げ な

ど で、 原 爆 の威 力 のす さ ま じさ と悲 惨 さ を意 図 的

に表 現 した。 作 者 は、 「ヒ ロ シマ の苦 し さ を 見 る

人 に す こ しで も伝 え た い」 と制 作 中、 数 多 くの 試

行 錯 誤 を繰 り返 した。 苦 労 が感 じ られ る作 品 で あ

る。

作品2(立 体)「 餓鬼」

∴酬臓

ま講

灘噸

京都 の お寺 で 見 た襖 絵 の 「餓 鬼 」 を立 体 で 表 現

して い る。

顔 の 表情 、 指 一 本一 本 の 細部 まで に こだ わ り、

「餓 鬼」 の鬼 気 迫 る感 じが 良 く表 現 さ れ て い る。

平 面 の絵 を 立 体 で 表 現 す る こ とで形 態 の 面 白 さが

感 じ られ 、 色 彩 も 自分 な り に考 え て、 描 き込 ん で

い た。 創 造 的 意 欲 に溢 れ て い る。

作品3(立 体)「 戦 争の惨禍」

ζ

誕 〆欧

〆陵
乳 、 牌

・謎

て蓼

.譜 し縛 晦一
鉱騨

二

免㌶

ダ

㌦

碁

識

醸

.慧

撫
避
撃
遭

墾

参
愚
藍

広 島の原爆投下直後 のよ うす をいろいろな学 習

を もとに自分 な りに想像 して、立体で表現 した。

やや抽象化 した炎 と焼かれて い く リアルな人間

の姿 を対比 させ劇的場面 を作 り出 して いる。

作者 の もっ高 い創造的技能 に支 え られて、 自由

な発想 と原爆へ の思 いを集中 した忍耐強 い作 業 で

形象化 しきった。

立 体 作 品 を 選 ん だ 生 徒 の 多 くは、 修学 旅 行 で観 た こ と感 じた こ とを平 面 で表 す よ り、 立体

で 表 す ほ うが 、 よ り自分 の気 持 ちを 素 直 にで き る と考 え て取 り組 ん だ。 作 品2「 餓 鬼」 の よ

うに、 新 しい表 現 に挑 戦 しよ うとす る意 欲 的 な 態 度 を、 表 現 方 法 を選 択 させ る こ とで 、育 成

で きた と考 え られ る。
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作 品4(レ リー フ)「 金 剛 力 士 」

鰭鍵

難
灘
雛

・饗

藁

卿
猿

.

,

嚢 麟
て露
応

織

灘
難繊雛辮

奈 良 ・東 大 寺 の金 剛 力 士 像 を木 彫 レ リー フで表 現 して いる。

筋 肉 の量 感 や力 強 い動 きを深 い彫 りで ダイ ナ ミ ック に表 現

して い る。

彫 り始 あ は、 細 部 に こだ わ り過 ぎ る傾 向 に あ っ たが 、 制 作

が進 む にっ れ て、 全 体 の動 勢 を 大胆 に表 現 す る よ う変 化 して

い った。

作 品5(平 面)「 鹿 」

撫 議讃 雛鍵
舞 鯉 恥 、 。、鳳,『

をま セザてぐ!撫灘 舗 鍔

ゴ 欝論 藩 ・ ・
ま ぱ む さ ウ

叢幽欝 譜

奈良公園の鹿 を写実的に、明るい色彩で情感た っ

ぷ りに表現 して いる。

修学旅行 の時、 自分で写 した写真 や動物図 鑑 を

参考 に構想 の段階か らて いね いに作業 を進 めて い

た。 この鹿 は親子で あろ うか、作者 のやさ しさが

自然 と伝 わ って くる素直 な作品。

作品6(平 面)「 死 の街」

酒

聡
論

壱
緻

榊鯵

}こ

豫

選
監 ,無 癖

鍵 葬

肇耀耀

ト
麟

羅

灘

膿

縢

-
錘
蟹
墨
璽
弼
醒

颪
瞬

-
繧

旨

霊

灘
霞

壕
・璽編

◇
ゲ
沈

◇▼鷲ザ

ま

　

ほ

曝

麟
難

F

広 島 の原 爆 ドー ム、 キ ノ コ雲 、 人 影 の階 段 、 そ して 「死 の街 」

とい う文 字 を組 み合 わ せ る こ とで広 島 の惨 状 を象 徴 的 に表 現 で

きた。 彩 色 の作 業 で は、 自分 の思 った色 が 出 な い と何 回 も や り

直 して い た。

作 者 の伝 え た い こ とが は っ き り と伝 わ って く る テ ーマ性 の 強

い作 品 で あ る。

生 徒 の選 択 の幅 を広 げ た こ とで、 一 人 一 人 が 自分 ら しい表 現

を試 み る題 材 とな った。 ま た、 活 動 の過 程 で、 表 現 方 法 や 材 料

が そ れ ぞ れ に異 な るた め、 自分 の 作 品 を ア ピー ル した り、 友 人

の作 品 に率 直 な意 見 を言 った りで きた。 お互 い の 評 価 が 、 制 作

へ の新 しい工 夫 を生 み 出 す学 習 にな った と考 え られ る。
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娃 き な 曲 を コ ラ ー ジ ュで 表 現 しよ う

1.題 材 設 定 の 理 由

生 徒 が 意 欲 的 に取 り組 め る よ うにす る た め、 次 の2つ の 点 を考 慮 し、 選 択 の 幅 を 拡 大 し、

創 造 的 な表 現 活 動 へ と発 展 で き る よ う考 え た。

○ 好 きな曲 を 自分 で選 ぶ こと で生 徒 に主 体 的 に取 り組 ませ る。

○ 絵 が 苦 手 な生 徒 も コ ラー ジュ で表 現 す る こ とに よ り、 取 り組 み 易 く、 ま た、 写 実 的 ・抽

象 的 ・立 体 的 な ど い ろ い ろ な表 現 が 工 夫 で きる よ うに した。

2.作 品 分 析

《作 品1》 と な りの ト トロの散 歩

表 現 力 が 豊 か で ト トロの テ ー マ の歌 詞 「歩 こ う

歩 こ う私 は元 気 」 と い う場 面 を3匹 の ト トロ と足

跡 で 具 体 的 に表 現 して い る。 紙 や フ ェル トは膨 ら

ませ 木 の部 分 で は写 実 的 に表 現 して い る。

織

……蕪蝶

1曜

犠.

「呵

隷

竃

熱

熱

翁

ず 　 ぼ リダ

幽∴ 忍 》 騨

電 或…1

∫

曝 嵐
凄 ・・

《作 品2》1/2(川 村 真琴)

「半 径3メ ー トル以 内 の 世 界 」 と い う歌 詞 か ら

自分 な りの世 界 を表 現 した。 共 通 語 で あ る英 語 と

"時 間 の流 れ"を 表 す 時 計 を た く さん 貼 り
、 空 間

と広 が りを表 現 した。

《作 品3》 そ うだ よ(ド リー ム カム トゥルー)

「夏 に咲 く黄 色 い花 は ど こまで も天 を指 して い

る … 美 しか った」 とい う歌 詞 か ら黄 色 い花 一

ヒマ ワ リを重 ね る こ と に よ り空 間 を意 識 した。

素 直 な作 品 に仕 上 が った。

ρ.
蓼

《作 品4》 渚 にまっ わ るエ トセ トラ(パ フ ィー)

「あの ペ リカ ン寂 しそ う」 と い う歌 詞 か ら夕 陽

が 沈 む 波 間 に浮 か ぶ ペ リカ ンと立 体 的 に作 った 魚

を張 り付 けて 叙 情 的 に表 現 した。 紙 を 貼 るだ けで

波 を 表 現 し、 コ ラ ー ジュの 手軽 さを利用 して い る。
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思 い の ま ま に マ イ ○オ ブ ジ エ

1題 材設 定の理由

生徒一人一人が 自分の発想や表現方法 を生か して制作で きる立体作品 の題材 と して設定 し

た。 主 に下 の3つ の点か ら選択の幅を拡大 した。

○ 自分の作 りたいテーマを選ぶ。

○針金芯材 を土台 に、粘土 を主 に使 いなが らも他の材料 も積極的 に取 り入れ る。

○多種、多様 な描画材 による着彩がで きる。

2作 品の分析 ・考察

作品1

「ギャラクシーメロディー」

芯材と針金を梗って、抽象的な

立体の空聞を表現している。

原子や分子のイメージをもって

い郁 、最灘!拙 暗 楽とい

う題名鮒 肚 。

作品2

「ジャックと豆の木」

ジャックと豆の木という童話の

イメージから発想し、竜巻のよ

うに舞い上がる勤きのある表現

に工夫が見られる。

礁

繕 鴨 轟_"do

作品5

「未来鯛 時代」

針金芯材で作った上空の場面と

台面上を、未来の世界と鯛 時

代に表現したoジオラマ的な作

品で、一つ一つの建物や乗り物

て童欲的に群 していったo

T璃こ作業することがあまり得

意ではなWが、スプレーによる

塗装、台の塗装、針金のネック

レスなど工夫して作り上げた。
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V研 究のまとめ

13つ の視点 からの考察

(1)基 礎 ・基本

ものの見方、 表現の基本技能 の習得 を重視 した学習展 開の工夫 に努 あた。表現技能 の習

熟 によ り自分 の表現 に自信 を持ち、意欲 的 に作 品制作 に取 り組 む気持 や姿勢 を身 に付 け る

ことがで きた。 また、 ものの見方 を深 め させ ることが、新 しい気付 きを生 み、表現活動 へ

の興 味 ・関心 を高あ ることが分か った。

(2)環 境 ・雰 囲気 づ くり

生徒 の創造 力を は ぐくむたあ には、意 欲的 に制作 しよ うとす る雰 囲気 を作 ることが大切

であ る。 自己表現 カー ドや 自己評価 カー ドを工夫 して取 り入 れ ることは、発想 の段 階のっ

まず きへの効 果的な働 きか けとなった。 また、生徒 の活動 が停滞 してい る時、教 師が適切

な助言 ・支援 を し、積極的 にほめ ることに よって生徒 の意欲 を喚起 す ることがで きた。

そ して、作 品を美 しく展示す るな ど して、 自他 のよ さを発見 し合 うことが、 お互 いの意

欲を高め る上 で効果的であ ると分か った。

(3)選 択幅の拡 大

表現活動 に当た って、様々 な素材を活用 し、表現方 法の選択 幅を拡大 させ ることで、意

欲的な態度 での びのびと制作がで きた。 また、 自分のテ ーマを明確 に して、表現 活動 に取

り組む ことによ って、独創的 な表現活動へ と発展で きた。評価 において も、作 品評価のみ

に偏 らず、制 作過程を重視す ることによって生徒の意 欲を引 き出す ことがで きた。

2研 究全体の考察

(1)指 導の工夫

中学校の美術で は、 ものの見方や基礎 ・基本 とな る表現技法を十 分 に体験 させた り、学

習環境を整えた りす ることによ って意欲を高め ることがで きる。 その上で、選択 能力を身

に付 け、独創的な創造活動を 目指す よう指導の工夫を図 ることが重 要であ る。

② 評価の工 夫

生徒一 人一 人の発想や表現を認め、励 ます姿勢 が大切である。完 成作品の評価 に偏 らず

発想段階、計画性 、制作途中での工 夫 ・改善、活動 への意欲な どを評 価の観点 と して取 り

入れ ることが有効であ る。 完成後の作品を飾 り、 自己 と他者 のよ さを発見 し合 うよ うな評

価の在 り方 も工 夫で きる。

3今 後の課題

中学校美術 において、生徒 の創造力 をはぐくむための指導 と評価 の工夫 を探 ってきた。生 徒

の表現意欲 を高め るには、美術 にお ける基礎 ・基本 を吟味するとともに、学習環境 を整備す る

などの授業展開の工夫が大切 である。 その際、生徒の これまでの経験 を踏 まえるために、小学

校 との連携が必要 と考え る。題材の系統性、発達段階 ごとに身 に付ける基礎 ・基本 の明確化、

教育条件の整備等、様々な問題 に対 し研究 を深め、今後の実践 に生かす ことが課題であ る。

一24一


